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ウヰルソン山の星覗き
下部支部幹事　廣　津　藤　吉
　（引子氏ば昨年夏，世界口唱學校大會の日本代表員電して渡来され，其の序でに
　井膨ソン山へ登られたのです・同時は本途の紹介状な持って行かれましナこ．）
　二週群民を要する米町への海の族，話しつかれ讃みつかれて，稽：三もす
れば無1柳の感に襲はれ勝のものであるが，夜は燦たる天上の星，書は紺碧
の潮の色，白玉こ葎けて飛ぶ波がしら，此等のものにじつS眼を見据へて
をれば，水や天なる大海原の只中にあってもさして淋しさを壁ゆるもので
はありません．Sりわけ大卒洋上ハワイ附近の海の色ミ室の眺は格別に美
しいものだこ思ひました。日本ではっきり見るこミの出來ない群星が一つ
一つ燦ミして眼底に映じて参ります．視力の弱い私には北冠星座の如き双
眼鏡の力を借らねばはっきり観るこごの難いものであっても洋上では冠の
ダイヤが一つ一つ手に取る如く嶽へ上るこξが出來るのでしk．そして想
うしても日本の室では見るこごの出來ない南の十字星座が薄暮を過ぎて後
南の地李線上に姿を現はしてくれます．懸の乙女を垣間見るの心地がせら
れて非常に嬉しく感じました．
　ウ井ルソン山の観測所はローザンゼルス市の隣接地世界の樂園ε呼ばれ
てみるパサデナから北東十二哩の距離，標高一哩の山頂に置かれてありま
す．百五十尺ご六十尺の塔形の望遠鏡が白く塗られた煙建の襟に青甲高く
突立てをるのがロ市郊外からはっきり認むるこεが出戸ます．V市から山
頂迄自動車で二時聞ε四十分を要し，宿泊を莱ねた往復の費用が七八弗か
Xります。私共の登山したのは昨年七月十三日，午後四時前の下狛で，着
いたのが六時牟，薄暮の頃合でした．同行者は二十七八名，二肇の車に分
乗して曲りくねった山道をぐんぐんε押し進められて行きます．この難道
が大部分日本人の勢働者により堅岩を確いて造られナこミ云ふこミは記憶す
べきこEです．右側は大概創り取られた断崖，左方は自然の儘なる千尺の
絶壁，油断すれば底知れぬ谷間に私共を呑込ふSしてみるのです．始め饒
ウヰルソン山の星覗き　（廣津藤吉） 261
舌であった連中も此物すごい谷間に眼をやれば自から首は縮みて堅くなり
梢暫くは誰一入話し臨すものもないε云ふ歌態でした．佐藤博士が墜落し
ナこのは此邊ではなかったかミ屡々怖氣つくこミもありました．
　この観測所での第一の呼物は世界一ε誇ってみる百インチの反射望遠鏡
であるこミは云ふ迄もない事であります．案内の記事によれば鏡の直径が
野際のεころ百…インチ，厚さが十三インチ，四トン牛の重量，置旧けで
四萬五千弗を要し，全智の装置ε二重蓋0）圓屋根の建築物に六十萬弗ε云
ふ莫大な金が支彿はれてあります．装置された望遠鏡丈で百トンの重量，
之が巧妙な冤氣仕掛で圓屋根ε共に観覧者を載せk儘i見定めf星を逐ふて
徐々に廻写し行くのですから嬉しくて堪りません，薙にアダムス博士を筆
狽に二十人の專門の星學者ε，十二入の計算家ε，他の事務員を加へて，
絡計七十人の所員が活動してゐます．太陽の観測一っ丈けでも既に四萬五
千枚以上の異なった爲眞を現像してみるミ云ふのでも其活動振の如何を知
るこミが出來ませう．
　私共は設けの夕食が濟むミ，族館の野庭に開始されてるる天文に關する
通俗講演を聞きに参り象しナこ，幻燈を用ひての説明，奇怪な雲の形や太陽
の皆既蝕，月面の種々相，遊星の運行ε其姿，恒星彗星の襟なさ事こまか
に説明してくれます。深切なやり方だε思ひましナこ．講演が濟むミ．其夜
見せてくれる世界で三番目ε云ふ六十インチの大望遠鏡の建物に押かけて
行きました．外人連中は大凡二百鯨名もあったでせう．一年中に特に星の
観察にやって來るものが一萬五千飴入あるεの事です．外生の中には四斗
樽大の肥ったおかつばのお婆さんあり、男装の年若い美婦人ありミ云った
盤梅で，婦人が過牛を占めてゐましナこ．圓屋根の中に這入って見るε氣早
の連中はや百飴名のものがすらり一列に並んでゐます．観測のため一間あ
まりの梯子が二つ接眼鏡間近にかけてあり，一を上り他を下りて行く，私は
　　　　　　　　ノ百撒十人引して後やつε見るこεを得，天界の名物土星の環や，四つばか
りの衛星を心行くばかり眺めました，今も倫茶碗大に見へる其姿がありあ
り思ひ出されます．一人に一分間宛εして約三時間かΣつた課です．見た
後から「衛星の数が幾つあった」「二つか三つか四つか」なさ騒ぐ連中のあ
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つたのは可笑しな事でした．十時孚を過ぎ，入々の散した後，も少し外の
ものを見せて貰ひナこいε慾ばって残ってみた二十名ばかりのもの、ため，
幸にも今度はヘルクレスの星團を見せてくれましナこ．小さな望遠鏡ではは
っきりしない此星團が銀砂子を播散らしナこやうにピカピカ輝いて見へるの
です．吉田さんの星の研究にある丁もし此星野中のされかの星を廻韓する
遊星があるミしkならさうあらう．其遊星は決して夜を知らないでせう．
永久に幾萬の太陽が其遊星を照して異常の肚観を呈するこミでせう』ミあ
る其星を成程々々ε頷きながら見るこεの出馬ナこ其夜の私共の幸編を感謝
せすには居られませんでしナこ．
　この夜は非常の暑さでした．そして所講：慧棚・Xtの手摺のない一間ばかり
の高さのある寝墓に塞ぢ上り安臥はしナこものN，墜落の恐れε暑さのため
おちをち眠るこεは出窄ませんでしfc．翌早朝は御來光を昇しやうミ云ふ
ので未明に床を蹴ってはね起き，二三町解きの巖頭に立ち藪十三の人々NS
一緒に昇天所岬町をなし，今や遅しミ旭光を待受けましナこ．富士山に登っ
て八合目の岩屋から東方金波銀波の雲際に二重三重の御飾餅の姿で上り掌
るあの御善光を賢しfこ眼は赤裸の大入道の如くひょっこり大きな火の玉が
山の端に飛び出してくるεころ，あまりに呆氣なく感じましナこ．むしろ私
は其前夜山頂からローヅンぜルス7パサデナ，vングビーチンヴエニス方
面の夜景を観望し，其燦然ブこる数百萬の電光の美しさに云ひ知れぬ喜を感
じたものでしナこ．天上の星に劣らぬ地上の星，これ丈けでも登山観光の快
は充分に味はふこεが出來ます．特に此山のユーカミ云ふ名花が七八尺の
高さに眞自の花をふさふさつけて国津立てた竹箒の様に突立てみるさま，
松や樫の木立の間にリスや野鹿かはね飛んでみる襟子杯宛然一幅の活叢を
見るが如き感を昼へました．用意を備へ，下山したのが御書前，二時間二
十分で所定の場所に編りつくこεが出來ました．
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　入事消息　われらの若き理學士上島昇氏は此の論理學部講師を囑
託されナこ，（二月二十八日付）
